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第 2 章では、第 1 章で示したガラフルオレンと同じ分子骨格に、13 族元素である
ホウ素・アルミニウム・ガリウム・インジウムを導入したフルオレン骨格を合成し、
その物性を評価・比較した。理論計算を用いて励起状態における構造・電子状態に

















































1.  ガリウムの重原子効果による三重項を経由した発光特性について、第 1 章および




2.  ガリウムの軌道の柔軟性を利用した構造制御について、第 2 章および第 5 章で論
じている。第 2 章において他の 13 族元素と比較することで、13 族元素の高周期化
に伴い、軌道の柔軟性による 13 族元素の構造の平面性の向上が確認された。第 5 章
ではガリウムの軌道の大きさを利用して、様々な配位数のガリウム化合物を合成し、
その配位形態の変化による共役系ユニットの構造制御を検討した。  
3.  ガリウムの電子供与性について、第 3 章・第 4 章で論じている。他のヘテロ元素
を含む類似の骨格の化合物と比較して、ガリウムを含む高分子や化合物の最高占有
分子軌道のエネルギー準位が高いことから、ガリウムの強い電子供与性を見出した。 










学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 27 年 2 月 23 日、論文内容と
それに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満た
していることを確認し、合格と認めた。  
なお、学位本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
